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新
大
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
　
③

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
相
は
だ
れ
か

多

賀

秀

敏

は

じ

め

に

　
こ
れ
ま
で
本
誌
に
は
、
二
回
に
わ
た
っ
て
新
大
生
、
と
く
に
、
国
際
関
係
論
講
義
の
受
講
者
を
対
象
に
し
て
お
こ
な
っ
た
ア
ソ
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ト
調
査
の
結
果
を
報
告
し
て
き
た
。
そ
の
こ
も
、
年
度
が
あ
ら
た
ま
る
た
び
に
、
ま
っ
た
く
同
じ
質
問
に
も
と
つ
く
調
査
や
、
新
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

質
問
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
な
か
か
ら
国
際
関
係
論
の
受
講
生
の
世
界
像
の
一
端
を
探
っ
た
ア
ソ
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

　
本
稿
で
は
、
と
く
に
、
新
大
生
へ
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
の
結
果
と
一
九
八
三
年
四
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
行
っ
た
高
校
生
へ
の
ア
ソ
ケ
！
ト

の
結
果
と
を
比
較
し
て
み
る
。
後
者
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
若
干
の
説
明
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
一
九
八
三
年
三
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
、
新
潟
大
学
法
学
部
政
治
学
（
国
際
関
係
論
）
演
習
受
講
者
の
有
志
六
名
は
他
大
学
の
同
教
科
の
ゼ
、
ミ
生
と
と
も
に
、
タ
イ
・
マ



鋤移③ち肋
一ケソアのへ生

大
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

レ
ー
シ
ア
・
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
を
旅
行
し
た
。
旅
行
中
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ソ
プ
ー
ル
で
は
、
メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
・
ポ
ー
イ
ズ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ス
ク
ー
ル
ζ
o
ま
o
ら
゜
。
け
切
o
岩
ω
島
o
巳
と
い
う
高
校
（
以
下
M
B
S
と
略
す
）
を
訪
問
し
、
一
ク
ラ
ス
を
一
時
限
（
数
学
の
時
間
で

あ
っ
た
）
借
り
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
筆
者
も
こ
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
に
立
会
い
、
結
果
の
分
析
の
相
談
に
の
っ
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
る
。
調
査
票
は
、
旅
行
に
参
加
し
た
野
口
威
が
あ
ら
か
じ
め
マ
レ
ー
語
で
用
意
し
た
も
の
を
使
っ
た
。
こ
こ
で
比
較
す
る
の
は
こ
の

と
き
の
調
査
結
果
で
あ
る
。

　
今
回
と
り
あ
げ
る
ア
ソ
ケ
：
ト
の
設
問
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
一
五
か
国
の
国
名
を
あ
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
好
悪
と
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

本
的
な
知
識
と
を
き
い
た
も
の
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
示
せ
ぽ
、
一
五
か
国
と
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ソ
、
タ
イ
、
ピ
ル
マ
、
イ
ソ
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
南
朝
鮮
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド

イ
ッ
さ
ら
に
、
M
B
S
生
に
は
日
本
、
新
大
生
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
あ
っ
た
（
順
は
質
問
時
の
順
。
た
だ
し
、
日
本
、
マ
レ
ー
シ
ア
は

そ
れ
ぞ
れ
、
南
朝
鮮
の
直
後
に
は
い
る
）
。
設
問
は
、
こ
れ
ら
一
五
か
国
に
つ
い
て
、
一
国
ご
と
に
「
好
き
か
、
嫌
い
か
、
ど
ち
ら
で

も
な
い
か
」
、
そ
の
「
首
都
名
」
、
そ
の
「
大
統
領
あ
る
い
は
首
相
の
名
前
」
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
設
問
か
ら
は
三
種
類
の
比
較
分
析
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
対
す
る
新
大
生
と
M
B
S
生
と
の

回
答
の
比
較
。
第
二
に
、
新
大
生
、
M
B
S
生
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
連
の
質
問
に
対
す
る
回
答
問
の
比
較
。
第
三
に
、
こ
れ
ま
で

行
わ
れ
た
こ
れ
に
類
似
す
る
他
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
結
果
と
の
比
較
で
あ
る
。

　
以
下
、
第
一
と
第
二
の
分
析
結
果
を
同
時
に
、
そ
の
の
ち
第
三
に
つ
い
て
の
簡
単
な
紹
介
を
示
し
て
い
く
。

鮒

（
1
）

註「
新
大
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
（
1
）
－
東
南
ア
ジ
ア
の
範
囲
は
ど
こ
か
l
」
『
法
政
理
論
』
第
哺
四
巻
第
二
号
（
一
九
八
一
年
一
二



　

％

　
月
）
、
一
〇
三
～
一
二
八
頁
。
「
新
大
生
へ
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
か
ら
（
2
）
1
非
核
三
原
則
は
守
ら
れ
て
い
る
か
ー
」
『
法
政
理
論
』
第
一
五
巻

　
第
一
号
（
一
九
八
二
年
一
〇
月
）
、
一
六
五
～
一
九
八
頁
。

（
2
）
本
年
度
は
核
兵
器
お
よ
び
核
戦
略
に
関
す
る
質
問
を
中
心
に
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
も
の
と
同
じ
日
本
の
軍
事
政
策
と

　
核
戦
争
の
予
測
と
に
つ
い
て
質
し
た
結
果
の
み
を
紹
介
し
て
お
く
。

　
　
表
A
の
質
問
は
「
日
本
の
軍
備
に
つ
い
て
も
っ
と
も
好
ま
し
い
も
の
を
五
つ
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
答
え
よ
」
。
表
B
の
質
問
は
、
「
今
後
、
核

　
戦
争
が
ど
こ
か
で
お
こ
る
と
思
う
か
」
。
実
施
は
、
と
も
に
、
一
九
八
三
年
五
月
二
〇
日
金
曜
日
で
あ
る
。
な
お
本
稿
で
分
析
す
る
質
問
も
、
こ

　
こ
で
あ
げ
た
ふ
た
つ
を
ふ
く
む
他
の
質
問
と
と
も
に
喝
同
時
に
行
っ
た
。

　
　
表
A
に
類
似
す
る
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
、
新
聞
誌
上
な
ど
を
通
じ
て
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
本
題
か
ら
離
れ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
紹
介
す
る
の
は
差

計
装
武核

　
　
強
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2

　
七
控
え
る
が
、
目
に
と
ま
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
結
果
と
、
薪
大
生
の
意
識
と
を
ひ
き
く
ら
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。
表
B
に
つ
い
て
も
同
様

　
で
あ
る
。
ひ
と
つ
だ
け
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
記
事
を
報
告
し
て
お
く
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
戦
争
防
止
の
た
め
の
医
療
協
議
会
」
が
シ
ド
ニ
ー
の

　
小
学
生
（
一
〇
歳
か
ら
一
二
歳
）
を
対
象
に
し
た
調
査
結
果
で
あ
る
。
七
八
％
ま
で
が
「
一
五
年
以
内
に
核
戦
争
が
起
こ
る
」
と
信
じ
、
四
八
％

　
が
「
二
五
歳
ま
で
に
死
ぬ
」
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
核
戦
争
に
対
す
る
悲
観
的
な
見
方
は
栄
国
の
小
学
生
と
ほ
ぼ
同
じ
比
率
だ
そ
う
で
あ
る
。

　
「
特
派
員
メ
モ
◆
シ
ド
ニ
ー
　
核
に
お
び
え
る
幼
心
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
三
年
一
二
月
六
日
付
。
（
以
下
こ
の
記
事
を
ふ
く
め
て
、
本
稿
で
の

　
新
聞
引
用
の
日
付
は
す
べ
て
新
潟
版
で
あ
る
）

（
3
）
　
こ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
回
覧
板
」
と
題
し
て
『
新
大
公
報
』
通
刊
六
九
号
（
昭
和
五
八
年
度
第
一
号
）
三
六

　
～
四
〇
頁
と
、
「
実
感
と
し
て
の
東
南
ア
ジ
ァ
」
と
題
し
て
、
中
央
大
学
広
報
部
広
報
課
『
ち
ゅ
う
お
う
』
第
二
〇
号
（
一
九
八
三
年
六
月
号
）

　
六
一
～
六
三
頁
に
、
と
も
に
参
加
学
生
の
座
談
会
の
形
式
を
と
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
潟
大
学
法
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議
会
編

　
　
『
法
紀
』
第
一
〇
号
（
一
九
八
三
年
一
二
月
）
に
も
「
東
南
ア
ジ
ア
報
告
　
一
」
（
一
一
～
一
〇
二
頁
）
と
題
す
る
ゼ
ミ
論
文
の
序
章
に
、
旅
程

　
等
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
M
B
S
は
、
嚇
八
九
七
年
に
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
開
校
さ
れ
た
。
現
在
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
駅
東
側
の
華
人
街
に
隣
接
す
る
高
台

　
に
位
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
じ
た
学
生
の
う
ち
名
前
か
ら
判
断
し
て
九
〇
％
前
後
は
華
人
系
で
あ
る
。
ま
た
卒
業
生
の
六
〇
％
は
大
学
に
進
学

　
す
る
と
い
う
（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
れ
た
O
ぎ
昌
o
q
閑
o
閃
団
o
o
〈
張
国
富
V
先
生
の
手
紙
に
よ
る
）
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
中
等
学

　
校
年
齢
層
（
一
二
～
一
七
才
）
に
占
め
る
就
学
者
数
の
比
率
は
、
一
九
八
〇
年
前
後
で
、
五
三
％
、
さ
ら
に
二
〇
～
二
四
才
に
占
め
る
高
等
教
育
就

　
学
者
数
の
比
率
は
、
一
九
七
九
年
前
後
で
、
三
％
で
あ
る
（
世
界
銀
行
『
世
界
開
発
報
告
』
〈
日
本
語
版
V
一
九
八
三
年
版
〈
一
九
八
三
年
八
月
、

　
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
部
〉
一
九
六
～
一
九
七
頁
、
表
二
五
）
。
わ
れ
わ
れ
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
ク
ラ
ス
が
午
①
・
q
巳
器
邑
蔓
。
冨
器

　
で
あ
る
せ
い
も
あ
る
が
、
六
〇
％
大
学
進
学
と
い
う
数
値
は
、
こ
の
学
校
の
性
格
や
学
生
の
質
に
つ
い
て
あ
る
程
度
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

へ
5
）
　
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
、
作
成
者
1
野
口
威
、
実
施
者
－
斎
藤
久
、
野
ロ
威
、
堀
越
晃
（
い
ず
れ
も
旅
行
参
加
者
）
、
多
賀
で
あ
る
。
な
お
、
マ
レ
！

　
語
の
質
問
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
節
註
3
で
あ
げ
た
「
東
南
ア
ジ
ア
報
告
　
一
」
の
第
四
章
、
野
ロ
威
「
M
B
S
学
生
と
新
大
生
と
へ
の
ア
ン



躍

　
ケ
ー
ト
か
ら
し
（
六
二
～
九
八
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
の
野
口
威
の
担
当
部
分
に
お
い
て
、
筆
者
の
こ
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
に
対
す
る
分
析
の
ア

　
イ
デ
ア
は
、
ほ
と
ん
ど
野
口
が
緻
密
に
実
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
結
果
に
つ
い
て
の
大
筋
と
野
口
が
報
告
し
切
れ
な
か
っ
た

　
部
分
に
焦
点
を
あ
て
、
さ
ら
に
、
ふ
だ
ん
こ
の
種
の
報
告
で
は
お
も
て
に
現
れ
な
い
分
析
の
提
示
手
段
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
グ
ラ
フ
作
成

　
　
の
手
順
な
ど
を
中
心
に
行
う
こ
と
に
す
る
。

（
6
）
M
B
S
生
へ
の
質
間
は
、
こ
の
三
つ
（
計
四
五
項
目
）
だ
け
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
．
か
れ
ら
の
家
族
構
成
か
ら
生
活
水
準
に
い
た
る
ま
で
五

　
二
項
目
に
及
ん
で
い
る
。
詳
細
は
、
本
節
註
5
で
あ
げ
た
野
口
威
の
論
文
の
六
四
～
六
五
頁
第
一
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）
　
一
九
四
八
年
以
来
、
朝
鮮
半
島
に
は
北
と
南
と
に
、
事
実
上
ふ
た
つ
の
政
府
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
国
名
を
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

　
和
国
、
大
韓
民
国
と
称
し
て
き
た
。
と
く
に
、
大
韓
民
国
政
府
は
、
従
来
の
「
朝
鮮
」
と
い
う
呼
称
を
「
韓
」
に
改
め
、
た
と
え
ば
、
「
朝
鮮
半

　
島
」
と
か
「
朝
鮮
語
」
と
か
い
わ
ず
に
「
韓
半
島
」
「
韓
国
語
」
と
い
う
い
い
方
を
公
式
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
実
態
を
考
慮
す

　
れ
ば
、
せ
め
て
「
韓
国
」
と
し
た
方
が
適
切
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
時
間
的
に
先
に
実
施
さ
れ
た
（
一
九
八
三
年
四
月
七
日
午
前

　
中
）
マ
レ
！
シ
ア
で
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
で
は
、
閑
O
閑
国
b
ω
国
ピ
〉
↓
〉
乞
（
南
朝
鮮
）
と
し
て
き
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
新
大
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
で
も
そ

　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
の
語
感
を
尊
重
し
て
「
南
朝
鮮
」
で
通
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ソ
ケ
ー
ト
の
結
果
を
比
較
す
る
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
条
件
を
等
し
く
し
よ
う
と
意

　
図
し
た
の
だ
が
、
か
え
っ
て
微
妙
な
感
触
を
回
答
者
に
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
西
ド
イ
ッ
も
同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。

知
識
　
の
　
比
較

　
ア
ソ
ケ
ー
ト
に
応
じ
て
回
答
を
よ
せ
た
学
生
は
、
M
B
S
生
五
二
名
、
新
大
生
一
〇
四
名
と
、
偶
然
新
大
生
が
M
B
S
生
の
ぴ
っ
た

り
二
倍
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
両
者
の
比
較
は
容
易
な
面
が
あ
ろ
う
。
最
初
に
基
本
的
な
結
果
を
示
し
て
お
く
（
第
一
表
）
。
こ
こ
に

示
さ
れ
た
数
値
は
す
べ
て
百
分
比
で
あ
る
。
ま
ず
、
客
観
的
な
正
解
が
存
在
す
る
首
都
名
に
つ
い
て
、
新
大
生
M
B
S
生
の
回
答
に
い



　賀多

N
佃

ら肋一
ケンアのへ生大新

統
率論魏

　
　
名
率

　
　
離

果
生
　
　
い

結
　

嫌

的
大

本基豪
新矧

で
ら
い
ち
な
ど
も

き
好

名国

鋤

位順

1
9
W
9
U
5
X
5
Q
6

R
駆
8
1
8
5
0
0
1
7
2
5
0

％
8
9
9
5
7
6
9
9
5
6
6
2
3
1
如
6
0
3
2
1
9
4
1
6
8
3
2

4
1
3
1
3
1
3
’
1
0
7
1
3
5
1
4
1
1
3
1
1
4
0
4
0
5
3

2
0
Q
3
ｶ
3
3
如
4
5
娼
6
3
肝
6
2
7
7
7
0
好
4
9
4
0

7
5U
3
U
0
T
3
T
0
S
6R
9
R
1

ﾁ
解
1
7
1
7
1
2
1
0
5

ッ
ス
ス
カ
国

イ
リ
ン
リ

ド
ギ
ラ
メ

西
イ
フ
ア
中

雫
諺
イ

聡
ン
シ
イ
イ
フ
タ

ア
マ
ア
鮮
ム

シ
　
ジ
　
ナ

一
ル
ポ
朝

レ
　
ン
　
ト

マ
ビ
カ
南
べ

1
　
2
　
3
　
4
　
56
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5

統
率

蒸
灘

　
名
率

　
都
解

　
首
正

生　
いS
嫌

　
で
B
ら
い

　
ち
な

　
ど
もMき好名国

位順

0
0V
1ｱ
2
9
9
4
3
1
3
3
妬
゜
。
°
。
4
5

1

　
　
　
　
　
械

。
8
5
9
6
3
3
蔦
劫

　
　
　
　
　
1
2

　
　
　
　
　
恥

9
4
X
8
X
6
X
2
X
8
X
2
S
8
X
6
W
8
X
6
V
3X
6
W
8
T
0

0
0
6
6
1
3
1
2
1
0
1
9
1
0
2
5
2
3
4
0
4
0
5
8
8
1

1
2
Q
3
P
7
Q
1
Q
3
R
1

�
R
3
5
2
3
8
5
6
3
8
3
8
3
1
1
7

8
8
V
5
V
5V
1
U
2
T
6
T
2
S
6
魔
R
5
1
9
1
9
1
9
1
0
0

ル
本
力
鮮
ス

一聯
刈
朝
杓

シ
日
ア
南
イ

ス
ツ
国
ン
イ

ン
イ
　
ピ

　
　
　
リ

ラ
ド
　
　
　
イ

フ
西
中
ブ
タ

マ
ア
ド
ア
ム

陶
ン
籾
ナ

　
ン
　
ソ
ト

ピ
イ
イ
カ
ベ

材

翻麟鴎椰轍
鰍蝋

1

－
轟
　
2
　
3
　
4
　
F
り

6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5



鰯

　
B
　
　
　
A

B
＝
　
B
＝

＞
x
　
＜
x
　
　
　
　
本

　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
ア

　
　
　
　
ア
ン
ア

　
　
ネ
ム
シ
ピ
ジ
ツ
ポ
　
　
　
カ
ス
ス

　
マ
ド
ナ
一
リ
ボ
イ
ガ
　
ド
鮮
リ
リ
ン

讐
銭
誹
彰
製
蕪

酩
B
－
V
田
P
c
w
S
T
印
K
A
E
F
中
肝率解正

名都
首
図　第



鋤移③ら肋
【

”解躯駄
岬2

か
な
る
特
徴
が
あ
る
か
を
検
討
し
て
み
ょ
う
・
笙
図
が
き
わ
め
て
鮮
明
に
最
大
の
特
徴
を
箋
凹
っ
て
い
（
1
る
）
・

　
こ
の
図
で
ー
は
、
新
大
生
の
正
解
率
を
A
、
M
B
S
生
の
正
解
率
を
B
と
し
た
場
合
、
y
軸
は
、
＞
1
切
、
x
軸
は
、
諺
〉
切
な
ら
ば

B
、
〉
〈
切
な
ら
ば
A
の
数
値
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
わ
す
。
し
か
も
、
〉
＞
切
の
場
合
は
、
○
印
で
（
新
大
生
の
正
解
率
が
高
い
）
、
》

〈
切
の
場
合
は
、
x
印
で
（
M
B
S
生
の
正
解
率
が
高
い
）
あ
ら
わ
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
○
あ
る
い
は
×
か
ら
x
軸
に
垂
直
に
お
ろ

し
た
線
の
長
さ
が
そ
の
ま
ま
両
学
生
の
正
解
率
の
差
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
な
ま
の
正
解
率
に
つ
い
て
は
、
正
解
率
の
低
い
方
の
数
値

は
こ
の
垂
線
と
x
軸
と
の
接
点
か
ら
原
点
0
ま
で
の
距
離
が
、
正
解
率
の
高
い
方
の
数
値
は
こ
の
距
離
に
さ
ら
に
垂
線
の
長
さ
を
く
わ

、
兄
た
長
さ
か
、
あ
る
い
は
、
団
1
ー
図
燭
団
1
1
ー
図
と
垂
直
に
交
わ
る
図
上
の
斜
め
線
が
ス
ケ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
（
第
2
図
参
照
）
。

　
一
目
で
こ
の
図
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
圧
倒
的
な
x
印
の
数
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
な
ん
と
も
少
な
い
○
印
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新

大
生
の
方
が
正
解
率
が
高
か
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
に
中
国
（
そ
の
差
三
％
）
、
フ
ラ
ソ
ス
（
同
三
％
）
、
西
ド
イ
ッ
（
同
二
五
％
）
の
三

か
国
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
M
B
S
生
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
に
つ
い
て
九
〇
％
前
後
の
学
生
が
知
っ
て
い
る
。
八
五
％
に
み
た
な

か
っ
た
の
は
、
西
ド
イ
ツ
、
ピ
ル
マ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
の
四
か
国
に
す
ぎ
な
い
。

　
両
者
の
知
識
に
い
ち
じ
る
し
い
差
が
あ
る
の
は
、
絶
対
値
で
い
け
ば
（
第
一
図
で
は
、
○
×
印
か
ら
x
軸
に
お
ろ
し
た
垂
線
の
長
さ
で

表
現
さ
れ
る
一
〉
ー
切
【
訳
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
六
五
％
）
、
ビ
ル
マ
（
五
四
％
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
四
八
％
）
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
（
三
八

％
）
、
タ
イ
（
三
六
％
）
の
順
で
あ
る
。
知
っ
て
い
る
者
ど
う
し
の
比
率
（
一
W
＼
｝
燭
〉
＼
切
）
で
は
（
第
一
図
で
は
原
点
0
と
○
×
印
と
を
結

ぶ
直
線
が
y
軸
に
近
づ
く
ほ
ど
大
き
い
と
表
現
さ
れ
る
が
、
図
が
示
す
の
は
、
た
と
え
ば
〈
＞
1
切
〉
＼
〉
す
な
わ
ち
団
1
1
P
冨
の
a

〈
傾
き
〉
に
あ
た
る
）
、
ビ
ル
マ
　
（
三
・
八
倍
、
第
一
図
で
の
傾
き
ー
ド
゜
。
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
三
・
一
倍
、
ー
N
°
一
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ

（
二
．
二
倍
、
1
一
』
）
、
ベ
ト
ナ
ム
（
一
・
七
倍
、
I
O
領
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
・
七
倍
、
1
◎
知
）
、
タ
イ
（
一
・
六
倍
、
l
O
°
O
）

で
あ
る
。
逆
に
、
新
大
側
が
よ
り
知
っ
て
い
て
差
が
あ
る
の
は
、
西
ド
イ
ッ
（
二
五
％
、
一
・
五
倍
、
＋
O
°
㎝
）
の
み
で
あ
る
。
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こ
こ
か
ら
ひ
と
つ
い
え
る
こ
と
は
、
と
く
に
東
南
ア

ジ
ア
の
国
ぐ
に
関
す
る
初
歩
的
知
識
に
つ
い
て
、
両
者

の
あ
い
だ
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
M
B
S
生
は
、
か
れ
ら
自
身
東
南
ア
ジ
ア
に
生
き

て
い
る
の
だ
か
ら
知
っ
て
い
て
あ
た
り
ま
え
だ
と
い
う

反
論
が
た
だ
ち
に
で
る
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
M
B
S
生

は
、
隣
国
の
タ
イ
（
九
六
％
）
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
（
九

四
％
）
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
（
九
六
％
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

（
八
八
％
）
は
常
識
的
に
知
っ
て
い
る
。
で
は
、
新
大

生
に
と
っ
て
隣
国
に
あ
た
る
国
ぐ
に
つ
い
て
は
ど
う
だ

ろ
う
。
中
国
（
九
九
％
、
た
だ
し
M
B
S
生
も
九
六

％
）
は
よ
い
と
し
て
も
、
南
朝
鮮
（
六
八
％
）
、
　
フ
ィ

　
　
（
2
）

リ
ピ
ソ
（
四
〇
％
）
は
い
か
に
も
低
い
。
南
朝
鮮
の
場

合
す
で
に
書
い
た
よ
う
に
こ
の
呼
称
が
な
ん
ら
か
の
影

響
を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
平
壌

と
答
え
た
者
は
八
名
い
た
。
政
治
的
立
場
の
吐
露
で
あ

　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
く
わ
え
て
み
て

　
ヘ
　
　
へ

も
隣
国
・
南
朝
鮮
の
首
都
名
に
つ
い
て
の
新
大
生
の
正
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解
率
は
七
五
％
で
、
M
B
S
生
の
南
朝
鮮
正
解
率
の
九
二
％
に
す
ら
は
る
か
に
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
、
新
大
生
の
あ
い
だ
で
常
識
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
中
国
－
北
京
、
フ
ラ
ソ
ス
ー
パ
リ
、
イ
ギ
リ
ス
ー
ロ
ソ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ソ
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
四
人
に
一
人
は
、
ア
メ
リ
カ
ー
ワ
シ
ソ
ト
ソ
と
答
え
ら
れ
な
い
。
ロ
ソ
と
ヤ
ス
は
こ
の
結
果
を
ど
う
考
え

る
だ
ろ
う
か
。
案
外
、
「
こ
の
夏
、
『
ウ
エ
ス
ト
・
コ
：
ス
ト
』
で
も
っ
と
も
流
行
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ
は
な
に
か
」
と
き
い
た
ら
正
解

率
は
高
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
つ
ぎ
に
首
相
・
大
統
領
の
名
前
を
き
い
た
設
問
に
う
つ
ろ
う
。
こ
れ
も
、
結
果
を
第
一
図
と
同
じ
方
法
で
、
第
三
図
に
示
す
。
こ
れ

を
策
一
図
と
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
や
は
り
M
B
S
の
学
生
が
圧
倒
的
に
知
識
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二

に
、
両
者
が
常
識
的
に
共
有
し
て
い
る
知
識
は
、
せ
い
ぜ
い
サ
ッ
チ
ャ
：
と
レ
ー
ガ
ソ
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
第
三
に
、
新
大
生
が
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
い
の
に
、
M
B
S
生
は
常
識
に
近
く
知
っ
て
い
る
国
ぐ
に
が
登
場
し
た
。
そ
の
最
た
る
例
は
、
シ
ソ
ガ
ポ
：
ル
で
あ
ろ
う
。

新
大
生
は
、
リ
ー
・
ク
ァ
ソ
ユ
ー
を
わ
ず
か
三
％
の
学
生
し
か
答
え
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
M
B
S
生
は
一
〇
〇
％
知
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
で
は
な
い
に
し
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ハ
ル
ト
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ル
コ
ス
に
つ
い

て
も
い
え
る
。
第
四
に
、
首
都
名
と
違
っ
て
正
答
者
ゼ
ロ
と
い
う
国
が
登
場
し
た
。
ピ
ル
マ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ウ
．
サ
ソ
．
ユ
が
大
ら

統
領
に
就
任
す
る
以
前
の
ネ
・
ウ
ィ
ソ
の
名
前
を
あ
げ
る
者
が
M
B
S
側
に
は
数
多
く
い
た
。
も
っ
と
も
、
新
大
側
は
、
ビ
ル
マ
、
ベ

ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
三
か
国
に
つ
い
て
ゼ
ロ
で
、
シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
三
か
国
に
つ
い
て
も
一
〇
％
以
下

で
あ
っ
た
。
第
五
に
、
首
都
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
だ
が
、
両
者
の
た
が
い
の
知
覚
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
差
が
開
い
た
。
新
大
生

で
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
を
答
え
た
の
は
六
〇
％
、
M
B
S
生
で
東
京
を
答
え
た
者
は
九
八
％
（
旧
宗
主
国
の
首
都
ロ
ソ
ド
ン
と
並
ん

で
第
一
位
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
を
答
え
た
新
大
生
は
皆
無
、
中
曾
根
を
答
え
た
M
B
S
生
は
七
一
％
で
あ
っ
た
。

お
そ
ら
く
両
者
に
自
国
の
こ
と
を
問
え
ば
、
首
都
名
・
首
相
名
と
も
に
一
〇
〇
％
に
近
い
正
解
者
を
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
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こ
こ
で
え
た
答
は
、
そ
の
ま
ま
比
較
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
曾
根
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
“
七
一
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
○
”
一
〇
〇
と
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
ふ
た
つ
の
質
問
に
対
す
る
両
者
の
回
答
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
首
都
名
と
首
相
．
大
統
領
名
と
で

は
、
両
学
生
と
も
に
、
後
者
の
バ
ラ
つ
き
が
は
げ
し
い
（
首
都
・
新
大
九
九
～
一
九
、
M
B
S
九
八
～
四
八
、
首
相
1
1
大
統
領
．
新
大

九
五
～
○
、
M
B
S
一
〇
〇
～
○
）
。
こ
れ
は
逆
に
質
問
の
性
格
を
そ
の
ま
ま
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
前
者
の
質
問
は
、
ど
う
割
り
引
い

て
み
て
も
中
学
生
程
度
の
基
本
的
に
は
学
校
教
育
で
さ
ず
け
ら
れ
る
知
識
で
あ
り
、
後
者
は
、
日
常
、
新
聞
．
週
刊
誌
や
T
V
．
ラ
ジ

オ
な
ど
の
関
係
記
事
に
関
心
を
も
っ
て
接
し
て
い
か
な
け
れ
ば
最
新
の
正
確
な
知
識
は
え
ら
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
第
二
に
、
後
者

に
対
す
る
正
解
率
は
、
接
近
し
う
る
情
報
量
と
関
心
と
の
あ
る
場
合
に
は
積
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
前
者
に
も
あ

る
程
度
あ
て
は
ま
る
。
与
え
ら
れ
た
（
与
え
ら
れ
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
）
知
識
を
、
そ
の
こ
同
じ
情
報
に
接
す
る
た
び
に
反
復
し
て
い

っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
関
心
を
も
っ
て
記
憶
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
註

（
－
）
　
こ
の
第
一
図
が
い
か
に
し
て
で
き
上
る
か
を
以
下
に
示
し
て
い
く
（
こ
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
前
節
註
5
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
　
問
題
は
、
こ
の
場
合
、
二
か
国
の
学
生
の
回
答
に
あ
ら
わ
れ
た
相
違
を
比
較
し
て
、
で
き
る
だ
け
直
感
的
に
か
つ
正
確
に
わ
か
る
よ
う
に
表
現

　
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
で
あ
る
。

　
　
ま
ず
、
図
A
を
み
て
ほ
し
い
。
両
者
の
正
解
率
を
棒
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
す
で
に
ふ
た
つ
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
に
、
新
大
生
の
棒
グ
ラ
フ
の
幅
を
M
B
S
生
の
二
倍
に
し
て
、
さ
ら
に
M
B
S
生
の
棒
グ
ラ
フ
は
着
色
し
て
あ
る
（
着
色
の
本
来
の
意
図

　
は
、
新
大
生
の
名
誉
の
た
め
に
少
し
で
も
新
大
生
の
棒
を
よ
り
大
き
く
M
B
S
生
の
棒
を
よ
り
小
さ
く
み
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
。
か
、
κ
っ

　
て
黒
が
目
立
っ
て
新
大
生
の
無
知
ぶ
り
を
さ
ら
け
だ
す
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
。
第
二
の
工
夫
は
、
棒
グ
ラ
フ
の
順
番
を
新
大
生
の
正
解
率
の
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高
い
順
に
な
ら
べ
て
あ
る
点
に
あ
る
。

　
第
一
の
工
夫
の
理
由
は
、
両
者
の
違
い
を
見
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
太
さ
も
同
じ
で
色
も
つ
け
て
い
な
い
図
B
と

比
べ
て
み
れ
ば
そ
の
差
は
一
目
瞭
然
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
新
大
側
を
二
倍
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
面
積
が
そ
の
ま
ま
回
答
者
の
実
数
を
表
わ
す
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。



　
第
二
の
工
夫
は
、
あ
ら
か
じ
あ
回
答
相
互
間
に
働
い
て
い
る
な
ん
ら
か
の
ル
ー
ル
を
発
見
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
順
を
国
名
の
ア

ル
フ
ア
ベ
ッ
ト
に
順
に
並
べ
た
り
イ
ロ
ハ
順
に
並
ぺ
た
り
す
る
場
合
は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
。
で
は
な
ぜ
M
B
S
生
の
正
解
率
が
高
い
順

に
並
べ
な
い
か
。
結
論
か
ら
先
に
い
う
と
、
M
B
S
生
の
正
解
率
の
方
が
パ
ラ
ツ
キ
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
者
の
比
較
の
場
合
、

新
大
生
の
示
し
た
回
答
差
が
よ
り
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
予
想
す
る
の
が
容
易
で
あ
っ
た
。
図
A
と
図
C
と
を
見
く
ら
べ
て
ほ
し
い
。
図
C
か
ら
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5
4
2

は
、
や
た
ら
に
M
B
S
側
が
正
解
率
が
高
く
、
新
大
側
は
国
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
図

よ

A
で
は
、
新
大
・
M
B
S
と
も
に
正
解
率
の
高
い
国
、
M
B
S
は
高
い
が
新
大
は
低
い
国
、
両
者
と
も
に
低
い
国
と
い
う
大
ま
か
に
三
つ
の
国
家

群
が
存
在
す
る
こ
と
が
両
者
の
関
連
か
ら
よ
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
れ
を
も
っ
と
視
覚
的
に
容
易
に
み
て
と
れ
る
表
現
方
法
は
な
い
か
。
ひ
ど
つ
の
考
え
は
二
次
元
へ
展
開
す
る
と
き
に
軸
の
も
つ
意
味

を
か
え
て
比
較
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
図
D
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
図
で
は
、
M
B
S
生
の
正
解
率
を
y
軸
に
、
新
大
生
の
正
解
率
を

x
軸
に
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
両
者
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
国
家
群
、
M
B
S
側
が
圧
倒
的
に
知
っ
て
い
る
国
家
群
、
両
者
と
も
あ

ま
り
よ
く
知
ら
な
い
国
家
群
の
存
在
を
明
確
に
よ
み
と
れ
る
う
え
に
、
M
B
S
側
の
知
識
が
ま
さ
っ
て
い
る
こ
と
も
即
座
に
わ
か
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
図
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
が
示
す
意
味
を
容
易
に
定
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
か
り
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
意
味
づ
け
を
し
て
お
く
。
①
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
一
〇
〇
人
の
う
ち
八
〇
人

以
上
が
知
っ
て
い
る
場
合
、
②
「
両
学
生
と
も
同
じ
よ
う
に
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
一
〇
〇
人
に
き
い
て
両
者
の
正
解
者
数
に
一
〇
人
以
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2

下
し
か
差
が
な
い
場
合
、
③
「
圧
倒
的
に
一
方
が
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
一
〇
〇
人
に
き
い
て
五
〇
人
以
上
の
差
が
あ
る
場
合
。
こ
う
し

た
意
味
づ
け
を
図
の
位
置
に
対
応
さ
せ
た
の
が
、
図
E
と
図
F
で
あ
る
。
①
は
、
図
E
の
網
部
分
、
と
く
に
網
が
こ
く
な
っ
て
い
る
小
正
方
形
の

網
部
分
は
、
と
も
に
よ
く
知
っ
て
い
る
。
②
は
、
図
F
の
中
央
の
網
部
分
、
と
く
に
右
上
の
こ
く
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
と
も
に
よ
く
知
り
し
か

も
た
が
い
に
差
が
な
い
。
③
は
、
同
じ
く
図
F
の
左
上
と
右
下
と
の
三
角
形
の
網
部
分
。

　
し
か
し
、
か
り
に
一
方
が
一
〇
〇
人
に
き
い
て
蝋
○
人
知
っ
て
い
て
他
方
は
一
人
も
知
ら
な
い
場
合
、
そ
れ
ほ
ど
差
が
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
正
す
た
め
に
は
、
定
義
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
「
両
学
生
と
も
同
じ
よ
う
に
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
両
者
の
差

が
、
正
解
者
が
少
な
い
側
の
正
解
者
の
二
〇
％
以
内
の
場
合
。
同
様
に
、
⑤
「
圧
倒
的
に
一
方
が
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
場
合

も
、
噌
方
が
他
方
の
二
倍
の
正
解
者
を
だ
す
場
合
。
こ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
図
G
の
中
央
の
網
部
分
（
④
）
、
中
央
以
外
の
網
部
分
（
⑤
）
で
あ
る
。

右
上
の
六
角
形
の
網
部
分
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
と
も
に
よ
く
知
り
か
つ
、
そ
の
差
が
二
〇
％
以
内
の
場
合
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
⑥
に
つ
い
て
、
一
方
が
一
〇
〇
人
中
二
〇
人
知
っ
て
い
て
、
他
方
が
一
〇
人
知
っ
て
い
る
場
合
、
圧
倒
的
に
一
方
が
知
っ
て
い
る
と

素
直
に
考
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ
れ
を
改
め
る
た
め
に
は
、
も
う
一
度
定
義
を
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑥
「
圧
倒
的
に
一
方
が
知

G
図

引軸巨

　

ソ
B
　
　
H

十伍
図



鰯

っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
一
方
が
他
方
の
二
倍
以
上
で
か
つ
一
〇
〇
人
中
八
〇
人
以
上
知
っ
て
い
る
場
合
。
こ
れ
は
、
図
G
の
左
上
と
右
下
の

台
形
の
網
部
分
で
示
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
ま
だ
問
題
が
残
る
。
ど
れ
ほ
ど
両
者
に
開
き
が
あ
る
か
を
直
感
す
る
に
は
最
初
の
棒
グ
ラ
フ
よ
り
も
か
え
っ
て
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
、
図
H
の
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
差
を
強
調
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か

し
、
こ
れ
で
は
、
差
は
強
調
さ
れ
て
も
そ
の
他
の
点
が
不
明
瞭
に
な
る
。
そ
こ
で
、
図
1
の
よ
う
に
差
を
y
軸
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
正
解
率
を

　
A

中
゜
o
o

　
F
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図
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佃

ら

M
閂

ケ
ンアのへ生大新

　

％

x
軸
に
も
っ
て
く
る
こ
と
も
考
・
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
x
軸
に
も
っ
て
く
る
の
を
ど
ち
ら
に
す
る
か
で
描
か
れ
る
グ
ラ
フ
が
ま

っ
た
く
異
な
る
様
相
を
呈
す
る
。
そ
こ
で
第
一
図
の
登
場
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
図
が
欠
点
を
も
た
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
x

軸
上
に
表
わ
さ
れ
る
正
解
率
の
少
な
い
方
の
数
値
の
長
さ
と
、
矯
”
図
＋
ぴ
あ
る
い
は
、
団
盟
ー
属
＋
ぴ
上
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
正
解
率
の
高
い
方

の
数
値
と
で
は
、
そ
の
長
さ
が
、
　
…
＼
団
の
比
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
ス
ケ
ー
ル
を
二
本
示
し
て
お
か
な
い
と
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ

れ
を
改
善
す
る
に
は
、
も
は
や
図
網
の
直
交
軸
を
使
っ
た
グ
ラ
フ
で
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
な
お
参
考
に
図
J
、
図
K
を
示
し
て
お
く
。

、
繍

大
B
s

新
M

K
図



螂

（
2
）
わ
が
国
の
領
土
で
フ
ィ
リ
ピ
ソ
に
も
っ
と
も
近
い
南
西
諸
島
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
領
土
の
最
北
端
の
パ
タ
ン
諸
島
ま
で
は
、
最
近
地
点
で
は
四
〇

　
〇
キ
ロ
前
後
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
を
日
本
の
隣
国
に
か
ぞ
え
る
こ
と
に
は
な
ん
の
無
理
も
な
い
と
考
、
兄
ら
れ
る
。

（
3
）
も
し
こ
れ
が
政
治
的
立
場
の
表
明
で
あ
る
と
し
た
ら
、
つ
ぎ
の
質
問
と
の
関
連
で
「
平
壌
－
金
日
成
」
と
答
え
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
マ

　
　
名
の
う
ち
わ
け
は
、
「
平
壌
－
金
日
成
」
一
名
、
「
ピ
・
ソ
ヤ
ソ
ー
答
え
な
し
」
四
名
．
「
平
壌
ー
答
え
な
し
」
一
名
、
「
平
城
－
答
・
兄
な
し
」
一

　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
ヤ

　
　
名
、
「
平
壌
ー
金
と
か
ん
」
一
名
で
あ
っ
た
。

（
4
）
署
餌
臥
鼻
o
戸
類
拐
茜
7
ロ
8
昌
》
零
帥
ω
繧
具
o
P
類
①
o
ず
冒
讐
o
ロ
と
い
う
回
答
者
は
一
〇
名
以
上
い
た
が
、
こ
れ
は
す
ぺ
て
正
解
と
し
て
カ
ウ
ソ

　
　
ト
し
て
あ
る
。

（
5
）
こ
の
設
問
に
は
ふ
た
つ
の
困
難
が
あ
る
。
第
一
に
政
府
を
特
定
で
き
な
い
場
合
に
ど
う
す
る
か
。
た
と
え
ば
、
本
節
註
3
で
の
べ
た
朝
鮮
や
、

　
　
カ
ソ
ボ
ジ
ア
の
場
合
で
あ
る
。
第
二
に
、
大
統
領
－
首
相
が
両
方
い
る
場
合
に
は
ど
う
答
え
る
か
。
そ
こ
で
M
B
S
で
は
、
第
一
に
つ
い
て
は
、

　
　
象
類
鼻
o
器
鴇
o
口
窪
宣
閃
置
、
、
第
二
に
つ
い
て
は
、
．
、
↓
圧
昌
『
毒
げ
0
9
㎝
菩
o
宮
勇
0
5
曽
呂
≦
膏
〇
三
ω
§
目
ρ
．
．
と
し
、
新
大
で
は
、

　
　
「
元
首
と
い
う
コ
ト
バ
で
は
語
弊
が
あ
る
の
で
、
だ
れ
が
実
際
に
政
府
を
指
導
し
て
い
る
か
を
考
え
、
首
相
あ
る
い
は
大
統
領
の
名
前
を
か
け
」

　
　
と
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
見
の
が
す
こ
と
の
で
き
な
い
複
数
の
回
答
が
で
て
き
た
。
そ
こ
で
カ
ン
ボ

　
　
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
「
ヘ
ン
闘
サ
ム
リ
ソ
」
、
「
シ
バ
ヌ
ー
ク
」
、
「
ソ
ン
“
サ
ン
」
、
「
連
合
政
府
」
を
す
べ
て
正
解
に
し
た
。
中
国
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
趙
紫
陽
」
、
「
胡
耀
邦
し
、
「
郡
小
平
」
を
正
解
に
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
新
大
生
の
み
で
あ
る
が
、
設
問
の
「
元
首
と
い
う
コ

　
　
ト
バ
で
は
語
弊
が
あ
る
の
で
」
と
い
う
断
り
に
勘
違
い
を
し
た
の
か
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
い
う
回
答
が
多
く
み
ら
れ
た
。
う
ち
わ
け
は
、
「
エ

　
　
リ
ザ
ベ
ス
」
六
名
、
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
」
七
名
、
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
」
七
九
名
で
あ
る
。
す
べ
て
を
正
解
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

　
　
　
ま
た
、
そ
の
他
の
誤
字
や
ス
ペ
ル
の
誤
り
（
と
く
に
新
大
生
に
い
ち
じ
る
し
い
）
も
正
解
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
あ
る
。
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そ
こ
で
両
者
の
関
心
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
方
向
を
も
つ
か
を
探
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
「
好
き
か
－
嫌
い
か
」
と

い
う
質
問
へ
の
回
答
は
そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
全
体
の
結
果
か
ら
み
て
い
こ
う
。
す
で
に
前
節
の
第
一
表
に
「
好

き
ー
ど
ち
ら
で
も
な
い
1
嫌
い
」
の
順
に
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
示
し
て
あ
る
。
無
回
答
は
分
子
か
ら
除
い
て
あ
る
。

　
こ
の
表
で
は
、
新
大
、
M
B
S
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
好
き
と
答
え
た
者
が
多
い
順
に
国
を
並
べ
て
あ
る
。
そ
こ
か
ら
ま
ず
第
一
に
わ
か

る
こ
と
は
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
か
な
り
選
好
に
相
違
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
新
大
の
学
生
の
好
き
な
国
ベ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
は
、
西
ド

イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
あ
る
。
選
択
肢
の
一
五
か
国
の
な
か
に
あ
げ
た
欧
米
諸
国
は
す
べ
て
ト
ッ
プ
・

グ
ル
1
プ
に
は
い
っ
た
。
逆
に
M
B
S
の
ベ
ス
ト
．
フ
ォ
ー
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本
、
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
、
南
朝
鮮
で
あ
る
。
四

つ
の
う
ち
三
つ
ま
で
が
、
ア
ジ
ア
の
な
か
で
い
わ
ゆ
る
近
代
化
を
と
げ
た
国
ぐ
に
で
あ
る
。
M
B
S
生
の
場
合
、
新
大
生
お
気
に
入
り

の
欧
米
諸
国
は
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
そ
の
つ
ぎ
の
ラ
ソ
ク
に
登
場
し
て
い
る
。
逆
に
、
両
者
と
も
に
そ
れ
ほ
ど
好
か
れ
て
い
な
い
の

は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
、
ピ
ル
マ
と
い
う
ア
ジ
ア
の
な
か
の
社
会
主
義
国
で
あ
る
。
と
く
に
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
て
は
、
両
者
に
共
通
し
て
嫌
わ
れ
る
度
合
が
は
げ
し
い
。
ま
た
、
新
大
生
の
な
か
で
マ
レ
ー
シ
ア
を
嫌
い
と
し
た
人
数
は
、
一
五
か

国
中
も
っ
と
も
少
な
く
、
同
様
に
M
B
S
の
な
か
で
日
本
を
嫌
い
と
し
た
者
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
ア
ソ
ケ
ー
ト
の
と
り
方
の
問
題
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
両
者
に
も
っ
と
も
相
違
が
あ
っ
た
の
は
南
朝
鮮
の
順
位
で
あ
る
。
新
大
生
は
「
好
き
」
の
回
答
者
数
で
は
下
か
ら
二
番
目
に
、
「
嫌

い
」
の
回
答
者
数
で
は
上
か
ら
二
番
目
に
順
位
づ
け
ら
れ
た
。
一
方
、
M
B
S
生
は
「
好
き
」
の
四
番
目
に
、
「
嫌
い
」
で
は
下
か
ら



蜘
三
番
目
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
性
急
な
解
釈
は
さ
け
た
い
。
筆
者
は
、
当
初
、
日
本
社
会
に
お
け
る
朝
鮮
人
へ
の
差
別
の
歴
史

が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
と
推
測
し
た
。
し
か
し
、
二
、
三
の
学
生
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
新
大
生
に
は
、
と
く
に
新

潟
県
内
出
身
者
に
と
っ
て
は
、
差
別
意
識
は
希
薄
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
現
在
の
南
朝
鮮
の
政
治
体
制
に
対
す
る
評
価
や
、
同
じ
東
北
ア

ジ
ア
の
工
業
国
と
し
て
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
が
、
こ
の
回
答
結
果
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
知
識
と
関
心
の
方
向
と
の
関
連
を
探
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
答
え
た
回
答
者
の
数
に
注
目
し
て
も
ら
い
た

い
。
新
大
生
の
回
答
を
す
べ
て
「
好
き
」
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
（
無
回
答
を
ふ
く
む
）
」
「
嫌
い
」
別
に
加
算
し
て
、
そ
の
比
を
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
ほ
ぼ
二
二
二
”
一
で
あ
る
。
な
ん
と
、
全
回
答
中
の
約
半
数
は
「
ど

轟新
M

趣
謎

轟
5

図
4
第

ち
ら
で
も
な
い
L
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
M
B
S
生
は
、
ほ
ぼ
四

二
二
”
二
で
あ
る
。
M
B
S
生
の
方
が
好
悪
に
関
し
て
旗
幟
を
鮮
明
に
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
第
四
図
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ

　
（
1
）

ろ
う
。
右
下
の
小
正
三
角
形
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
新
大
生
を
示

す
○
印
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
、
○
印
は
全
体
と
し
て
×

印
に
く
ら
べ
て
右
す
み
へ
よ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
多
数
派
で
あ
る
「
ど
ち
ら
で
も
な

い
」
が
な
に
を
意
味
す
る
か
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
推
測
が
可
能
だ
が
、

と
り
あ
え
ず
、
つ
ぎ
の
ふ
た
つ
に
し
ぼ
っ
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
関
心
が

あ
っ
て
よ
く
知
っ
て
は
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
粗
野
な
設
問
に
対
し
て
は
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本
当
に
ど
ち
ら
と
も
決
っ
し
が
た
く
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
答
え
ざ
る
を
え
な
い
。
第
二
に
、
関
心
が
な
く
知
識
に
も
乏
し
い
た
め

に
「
好
き
」
「
嫌
い
」
と
答
え
よ
う
が
な
い
。
こ
の
ふ
た
つ
の
推
測
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
識
と
関
心
と
が
結
び
つ
く
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。
こ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
異
論
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
関
心
が
あ
っ
て
も
情
報
が
な
け
れ
ば
知
り
よ
う
が
な
い
と
か
、
逆

に
関
心
が
な
く
と
も
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
れ
ば
自
然
に
知
識
と
な
る
と
か
、
関
心
が
な
く
と
も
必
要
に
迫
ら
れ
て
覚
え
る
こ
と
も
あ
る

等
々
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
今
回
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
だ
け
で
は
、
こ
の
部
分
の
因
果
関
係
は
探
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま

ず
、
情
報
や
必
要
は
社
会
の
関
心
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
従
属
変
数
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
、
そ
の
実
証
は
機
会

関

㈱媚期

変
表
　第

脚
脚
価
甜
脚
調

一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一

×
C
P
P
△
×

2
包
レ
研

S
大
大
S
S
大

　
　
　
　
B
B

M
新
新
M
M
新

　
　
　
ワ
ね
　
　
　

泓
溺
溺

P
　
C
　
P

［
　
一
　
一
C
O
O

大
大
大

新
新
新

謝
細
悩
溜
螂

一
．

　
　
　
一
．
曙
一

　
瞬
．

C
P
C
P
×

一
　
【
　
一
　
【
　
一

×
×
△
　
△
　
△

S
S
S
S
大

B
B
　
B
　
B

M
M
M
M
新

3
0
F
6
3
6
5
2
3
6
0

諭
5
　
護
3
2
』

△
C
×
P
P
C

＠
研
さ
塗

大
S
S
S
大
大

　
B
　
B
　
B

新
M
M
M
新
新

回
聯
回
灘
紘
燈
療
格
肪
踏
△
名
鵠O
C を

改
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
そ
こ
で
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
の
意
味
を
探
る
た
め
に
や
や
間
接
的

な
方
法
で
は
あ
る
が
、
「
好
き
」
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
「
嫌
い
」
「
首
都
名

の
正
解
率
」
「
首
相
・
大
統
領
名
の
正
解
率
」
の
五
項
目
す
べ
て
に
つ
い

て
、
順
位
相
関
を
と
っ
て
み
た
結
果
を
示
そ
う
（
第
二
表
）
。
ス
ピ
ア
マ

ン
の
順
位
相
関
係
数
を
用
い
た
。
標
本
分
布
（
母
集
団
値
も
睦
O
の
場

合
）
の
上
側
確
率
（
両
側
検
定
で
の
有
意
水
準
）
を
○
・
五
と
定
め
る

と
、
仮
説
の
棄
却
限
界
値
は
、
標
本
数
一
五
の
場
合
、
○
・
四
四
三
で
あ

る
。
こ
こ
で
計
算
さ
れ
た
順
位
相
関
係
数
二
〇
の
う
ち
、
順
位
の
組
み
合

せ
に
相
関
が
な
い
と
い
う
仮
説
を
棄
却
す
る
に
た
る
値
は
、
一
二
個
で
あ

る
。
そ
の
な
か
か
ら
と
く
に
値
の
高
い
も
の
を
と
り
だ
し
て
み
る
と
、
M

B
S
の
「
好
き
」
「
嫌
い
」
の
順
位
が
見
事
な
逆
相
関
（
1
°
㊤
㎝
）
を
示
し



魏
　
　
た
の
は
、
す
で
に
の
べ
た
こ
と
か
ら
十
分
予
想
し
う
る
。
新
大
生
の
な
か
で
、
「
首
都
名
」
と
「
大
統
領
．
首
相
名
」
と
の
組
み
合
せ

　
　
を
除
く
と
、
つ
ぎ
に
高
い
の
は
、
「
好
き
」
と
「
首
都
名
」
、
「
好
き
」
と
「
大
統
領
・
首
相
名
」
の
と
も
に
正
相
関
、
「
ど
ち
ら
で
も
な

　
　
い
」
と
「
首
都
名
」
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
「
大
統
領
・
首
相
名
」
の
と
も
に
逆
相
関
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
結
果
が
鮮
や
か
に
で
る

　
　
と
い
う
こ
と
は
、
筆
者
自
身
予
想
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
新
大
生
の
知
識
は
、
「
好
き
」
な
ら
「
あ
り
」
で
、
「
ど
ち
ら
で
も
な

　
　
い
」
な
ら
「
な
し
」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
問
題
な
の
は
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
「
ど
ち
ら
で
な
も
い
」
（
も
し
先
に
あ
げ
た
仮
説
が
正
し
い
と
す
る
と
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
）
国

　
　
ぐ
に
は
ど
こ
か
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
、
ビ
ル
マ
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
と
い
う
国
が
あ
が
っ
て
い
る
。
M
B
S
生

　
　
も
順
位
に
若
干
違
い
が
あ
れ
、
内
容
に
そ
れ
ほ
ど
変
り
は
な
い
。
ピ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
、
タ
イ
、
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
で
あ
る
。
し
か

　
　
し
、
M
B
S
生
の
場
合
、
知
識
は
あ
る
が
好
悪
を
つ
け
て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
新
大
側
の
ト
ッ
プ
に
あ
が
っ
た
当
の
マ
レ
！
シ
ア
の
高
校
生
た
ち
は
、
日
本
の
首
都
を
か
つ
て
の
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
（
と
い
う
こ
と

　
　
は
、
か
つ
て
の
か
れ
ら
の
「
首
都
」
）
と
同
じ
に
知
り
、
四
人
に
三
人
は
中
曾
根
の
名
前
を
知
っ
て
い
た
事
実
と
、
こ
の
新
大
生
が
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
し
た
結
果
と
の
相
違
の
よ
っ
て
き
た
る
所
を
考
え
て
み
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
註

（
1
）
　
こ
の
グ
ラ
フ
は
三
部
門
構
成
比
特
性
グ
ラ
フ
と
よ
ば
れ
る
。
三
つ
の
変
数
x
、
y
、
z
に
つ
い
て
、
そ
の
和
が
一
定
な
ら
、
こ
こ
で
示
し
た
正

　
三
角
形
の
座
標
上
の
必
ず
一
点
に
プ
ロ
ッ
ト
で
き
る
性
質
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
L
、
M
に
示
し
た
よ
う
に
角
に
近
く
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る

　
ほ
ど
、
ひ
と
つ
の
変
数
が
大
き
く
、
辺
に
近
く
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る
ほ
ど
ひ
と
つ
の
変
数
が
小
さ
く
、
重
心
に
近
く
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
る
ほ
ど
、
三
変

　
数
が
等
し
い
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
な
お
、
新
大
生
、
M
B
S
生
別
べ
つ
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
図
N
、
0
を
参
考
ま
で
に
本
節
註
末
に
示
す
。
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多

N
㊨

ち肋
【

”解躯鍬
6
3
2

の
力
上

繍

　
数

雛

　
こ

L
図

が
と
％

数
ひ
8
0

の
下
数

つ
以
変

た
％
の
上

ふ
1
0
つ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
㌶

M
図

（
2
）
野
口
威
は
、
す
で
に
言
及
し
た
論
文
で
、
筆
者
が
試
み
た
の
と
は
違
う
変
数
と
組
み
合
せ
て
相
関
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、

　
M
B
S
生
の
首
相
・
大
統
領
名
の
正
解
率
は
、
在
職
期
間
の
長
短
と
相
関
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
筆
者
が
示
唆
し
た
仮
説
に
基
い
て
い
る
。

　
結
果
は
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。
野
ロ
前
掲
八
六
～
八
七
頁
。
ま
た
、
同
じ
順
位
相
関
を
と
り
な
が
ら
、
本
稿
と
野
口
の
論
文
と
に
数
値
の
う
え
で

　
若
干
差
が
あ
る
の
は
、
野
ロ
の
論
文
で
は
、
同
順
位
修
正
を
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
示
し
た
も
の
も
、
同
順
位
が
多
い
場

　
　
　
　
　
　
　
図
蔦
十
図
塩
ー
図
毫

　
合
に
　
『
。
“
却
＼
図
胤
図
鴇
　
　
　
　
に
よ
る
修
正
を
お
こ
な
っ
て
は
い
な
い
。
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図

みの生S8MO
図

お
　
わ
　
り
　
に

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
日
本
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
を
よ
せ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
シ

ソ
ガ
ポ
ー
ル
は
、
政
権
担
当
者
み
ず
か
ら
が
「
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
」
政
策
の
か
け
声
の
も
と
に
国
民
の
関
心
を
日
本
や
南
朝
鮮
に
向



鋤修
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2
6

け
よ
う
と
つ
と
め
て
き
た
。
外
務
省
が
五
年
ぶ
り
に
行
っ
た
A
S
E
A
N
世
論
調
査
で
は
、
「
日
本
を
友
邦
と
し
て
信
頼
で
き
な
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
信
頼
で
き
な
い
」
と
答
え
る
人
の
数
は
確
実
に
減
少
し
た
。

　
こ
れ
に
対
す
る
日
本
側
の
関
心
も
た
し
か
に
ア
ジ
ア
へ
向
き
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
二
年
の
総
理
府
外
交
意
識
調
査
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

は
、
世
界
の
ど
の
地
域
に
関
心
を
も
つ
か
と
い
う
質
問
に
、
ア
ジ
ア
は
北
米
を
ぬ
い
て
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
催
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

南
ア
ジ
ア
映
画
祭
の
好
評
ぶ
り
か
ら
若
者
の
目
が
ア
ジ
ア
に
向
き
つ
つ
あ
る
と
す
る
論
調
す
ら
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
総

理
府
の
調
査
で
、
各
国
別
に
親
し
み
を
も
て
る
国
を
き
い
た
質
問
で
は
、
中
国
だ
け
が
別
格
で
他
の
ア
ジ
ア
の
国
は
上
位
に
登
場
し
な

い
。
南
朝
鮮
な
ど
逆
に
「
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
が
「
感
じ
る
」
を
う
わ
ま
わ
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
の
ア
ジ
ア
に
は
関
心
を
よ
せ

る
が
、
そ
こ
に
は
個
々
の
イ
メ
！
ジ
は
欠
落
し
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
人
が
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
を
よ
せ
る
ア
メ
リ
カ
は
逆
に
日
本
を
ど
う
み
て
い
る
だ
ろ
う
。
興
味
深
い
新
聞
記
事
が
二
、
三
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
！
ジ
ー
州
北
部
と
ニ
ュ
ー
ヨ
：
ク
市
の
マ
ソ
ハ
ッ
タ
ン
中
央
部
の
住
民
を
無
作
為
に
一
〇
〇
名
選
び
だ
し
て
電
話
で
お
こ
な
わ
れ

た
。
調
査
対
象
者
は
、
比
較
的
収
入
の
高
い
中
流
の
上
に
属
す
る
人
が
多
く
六
二
名
が
大
学
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
教
育
を
う
け
て
い

る
。
日
本
の
首
都
に
つ
い
て
東
京
以
外
の
名
を
あ
げ
た
り
知
ら
な
い
と
答
え
た
人
は
一
二
名
、
日
本
の
首
相
に
つ
い
て
は
、
ナ
カ
ソ
ネ

と
答
え
た
の
は
わ
ず
か
に
三
人
、
六
人
が
別
の
名
を
あ
げ
、
九
一
人
が
知
ら
な
い
と
答
え
た
と
い
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
。
読
売
新
聞
が
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
と
共
同
で
一
九
七
八
年
か
ら
継
続
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
調
査
の
な
か
で
、
信
頼
で
き

る
国
を
複
数
回
答
さ
せ
る
質
問
が
あ
る
。
米
国
側
の
結
果
で
は
、
一
九
七
八
年
か
ら
八
三
年
ま
で
、
日
本
は
信
頼
で
き
る
国
の
第
一
一

位
、
一
〇
位
、
八
位
、
六
位
、
一
〇
位
、
八
位
と
な
っ
て
い
る
。
最
低
で
＝
一
・
六
％
か
ら
最
高
で
二
六
・
○
％
ま
で
の
人
び
と
が
日

本
を
信
頼
で
き
る
と
答
え
た
。
こ
の
間
一
貫
し
て
、
日
本
側
の
回
答
者
は
ア
メ
リ
カ
を
第
一
位
に
あ
げ
て
い
る
。
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こ
の
日
本
人
側
の
調
査
の
な
か
で
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
一
五
か
国
の
う
ち
三
〇
位
以
内
に
は
い
っ
て
い
る
の
は
、
一
九
八
三
年
の

結
果
で
、
ア
メ
リ
カ
（
一
位
、
五
一
・
三
％
）
、
イ
ギ
リ
ス
（
二
位
、
四
一
・
五
％
）
、
フ
ラ
ソ
ス
（
四
位
、
二
七
・
七
％
）
、
中
国
（
五

位
、
二
七
・
五
％
）
、
西
ド
イ
ッ
（
七
位
、
二
三
・
八
％
）
、
南
朝
鮮
（
一
三
位
、
六
・
三
％
）
、
イ
ン
ド
（
一
四
位
、
四
・
二
％
）
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
八
位
、
二
・
八
％
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
　
（
二
〇
位
、
一
・
六
％
）
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
二
一
位
、
一
・
五
％
）
、
マ
レ
ー

シ
ア
（
二
六
位
、
一
・
○
％
）
、
タ
イ
（
二
七
位
、
一
・
○
％
）
、
ベ
ト
ナ
ム
（
二
九
位
、
○
・
四
％
）
で
あ
る
。
新
大
生
の
選
好
と
な

ん
と
似
か
よ
っ
た
順
位
で
あ
ろ
う
か
。

　
人
が
な
に
か
に
関
心
を
示
す
と
い
う
こ
と
の
奥
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
語
り
か
け
て
い
よ
う
。
ま
し
て
や
、
人
が
国
境
を
こ
え
て
人
に

関
心
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
い
か
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
り
易
い
か
を
推
測
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
　
註

（
1
）
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
説
得
力
の
あ
る
反
論
が
あ
る
。
外
務
省
の
調
査
は
、
都
市
部
の
有
識
者
層
を
中
心
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

　
そ
れ
は
日
本
の
経
済
援
助
等
の
受
益
者
に
き
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
各
国
と
も
大
多
数
を
し
め
る
農
民
や
、
都
市
の
ス
ラ
ム
居
住
者
を
ふ

　
く
め
て
い
た
ら
ま
っ
た
く
結
果
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
永
井
浩
記
者
「
記
者
の
目
l
A
S
E
A
N
の
『
対
日
世
論
』
を
読
ん

　
で
」
『
毎
日
新
聞
』
噌
九
八
三
年
一
一
月
一
六
日
付
。

（
2
）
総
理
府
調
査
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
『
朝
日
新
聞
』
『
毎
日
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』
一
九
八
三
年
一
〇
月
四
日
付
を
参
照
し
た
。

（
3
）
　
「
ア
ジ
ア
に
向
か
う
若
者
の
目
」
『
毎
日
新
聞
』
社
説
欄
、
一
九
八
二
年
輔
○
月
二
六
日
付
。
さ
ら
に
、
こ
こ
一
、
二
年
の
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ

　
ル
』
の
編
集
、
『
朝
日
新
聞
』
の
社
説
、
『
読
売
新
聞
』
の
連
載
特
集
な
ど
か
ら
み
て
と
れ
る
論
調
も
以
前
と
く
ら
べ
て
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
を
強
調

　
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
4
）
　
「
ナ
カ
ソ
ネ
さ
ん
　
意
外
に
？
低
い
米
で
の
知
名
度
－
正
解
一
〇
〇
人
中
三
人
だ
け
」
『
読
売
新
聞
』
一
九
八
三
年
哺
○
月
一
〇
日
付
。



（
5
）
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
読
売
新
聞
』
一
九
八
三
年
＝
月
八
日
付
、
参
照
。
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2
6

〔
付
記
〕
　
当
初
本
稿
で
は
、
教
科
書
問
題
や
ア
ジ
ア
に
関
す
る
教
育
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
、

　
　
媚

　
　
融

　
　
卸

　
　
8
2

果
人
1
9

結
：
卜
位
施

鳳
単
実

ケンア
る
す
関
に
償
賠談

つ払支を
償賠に

」

国
か
諸
す
ア
ま
ジ
い
ア
て

南
つ
東
知
が
を
本
と
日
こ
「
た

計

と
な
ら
え
ち
い
ど
も
いい

なら
知

いてつ
知
る

3
6

21
3

2
1

いてつ
知
る

6
3

54
1

1
7

い
なら

知

1100

もと
い
ら
な
ち
え
ど
い

㎜
85

4

人

B加
も
カ
わ

3
8

計

か
」遣
と
を
知
っ
て
い
ま
す

囁
騨
曄
慧
弊
砿

　
ん

ウ
　
フ
サ

は
方
の
両
た
し
　
，

求
人
請
8

償
清賠

で
　
，

争
人
戦
8
5

清
本
日
n
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
へ

の
関
心
と
を
結
び
つ
け
て
論
ず
る
予
定
で
い
た
。
資
料
や
時
間

の
関
係
で
今
回
は
と
り
あ
え
ず
右
の
よ
う
に
そ
の
補
助
的
な
ア

ソ
ケ
：
ト
結
果
の
報
告
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
論
題
を
思
い
た
っ
た
動
機
は
、
一
九
八
二
年
の

教
科
書
問
題
に
発
端
が
あ
る
。
丁
度
、
一
九
八
二
年
の
八
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
東
北
三
省
を
中
心
に
訪
中
し
た
筆
者
は
、
中

国
側
の
教
科
書
問
題
「
キ
ャ
ソ
ベ
ー
ソ
」
の
意
図
の
ひ
と
つ

は
、
中
国
側
が
日
本
の
若
い
世
代
に
先
の
戦
争
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
事
実
を
念
押
し
し
て
お
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
感
触
を
え
た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
多
賀
秀
敏
「
訪
中

漫
筆
」
新
潟
大
学
庶
務
部
庶
務
課
『
新
潟
大
学
黒
竜
江
省
高
等

教
育
視
察
団
報
告
』
一
九
八
三
年
三
月
、
四
一
～
四
四
頁
の
な

か
で
す
で
に
ふ
れ
た
）
。

　
そ
こ
で
筆
者
は
、
賠
償
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
帰
国
後
試
み
た
の
で
あ
る
、
結
果
は
上
の
よ
う
に
な
っ
た
。



螂
　
つ
ま
り
、
た
か
だ
か
半
世
紀
前
に
日
本
が
隣
国
を
侵
略
し
、
し
か
も
、
そ
れ
に
対
す
る
賠
償
請
求
権
を
中
国
が
放
棄
し
た
こ
と
が
、

そ
の
こ
の
日
中
友
好
関
係
の
基
礎
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
あ
え
て
い
え
ぽ
、
日
本
経
済
が
手
痛
い
打
撃
を
う
け
ず
に
す
ん

だ
こ
と
を
、
六
三
％
の
学
生
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
最
近
、
高
校
生
の
世
界
史
離
れ
の
指
摘
や
、
日
本
の
小
学
生
の
学
力
は
算
数
抜
群
で
地
理
は
ビ
リ
だ
と
い
う
調
査
結
果
を
報
ず
る
新

聞
記
事
が
あ
っ
た
（
た
と
え
ぽ
、
「
高
校
生
の
世
界
史
離
れ
定
着
－
入
試
に
迎
合
、
教
育
不
在
に
ー
」
『
読
売
新
聞
』
一
九
八
三
年

一
二
月
八
日
付
、
「
算
数
抜
群
地
理
は
ビ
リ
ー
日
本
の
小
学
六
年
生
－
米
紙
が
先
進
八
か
国
調
査
」
『
朝
日
新
聞
』
一
九
八
三
年
一

二
月
二
二
日
付
、
「
日
本
は
算
数
ト
ッ
プ
、
理
科
苦
手
－
先
進
八
か
国
の
小
学
生
学
力
」
『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
三
年
一
二
月
二
二
日

付
）
。
い
ず
れ
も
筆
者
の
一
連
の
ア
ソ
ケ
ー
ト
か
ら
予
想
さ
れ
る
事
実
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
、
こ
の
日
本
社
会
に
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
狭
い
視
野
か
ら
知
識
の
取
捨
選
択
が
お
こ
な
わ
れ
た
り
。
暗
黙
の
う
ち
に
関
心

の
誘
導
が
な
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
意
味
は
な
に
か
を
、
一
度
深
く
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
東
南
ア
ジ
ア
・
日
本
・
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
の
内
容
分
析
等
の
準
備
も
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
趣
旨
に
そ
っ
て
、
他
者
に
対
し
て
ト
：
タ
ル
な
関
心
を
抱
く
と
い
う
の
は
い
か
な
る
政
治
・
社
会
的
意
味
を
も
つ
か
を
、
国

際
関
係
の
視
点
か
ら
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
つ
も
り
で
い
る
。


